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～ＪＡニュース～
　『うぃずOne』は、簡易に低コストで養液栽培を導入できるトロ箱養液栽培システムです。水稲育苗
ハウスの未使用期間や遊休ハウスなどを有効活用できるメリットがあります。
　ＪＡでは行政支援もいただき農家所得増大の一助となるよう推進しています。
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Ｑ　理事に就任され６ヶ月が経ちましたが今のお気持ちをお聞かせください？
Ａ　豊里地区より理事に選任して頂きましたが、理事の責任は重大なので、大変不安ではあります

が、少しでも地域や組合員の皆様の期待に近づけるように頑張りたいと思います。

Ｑ　あなたが思うＪＡのあるべき姿をお聞かせください？
Ａ　農業はもとより、生活面においても事業活動を通して、組合員や地域との『つながりづくり』

が大切だと思います。

Ｑ　あなたが今、農業でチャレンジしている事を教えてください？
Ａ　「ゆめぴりか」の低タンパク米生産と水稲育苗後のハウスを利用したミニトマト養液栽培（うぃ

ずOne）の収量と売上増に取り組んでいます。養液栽培に興味のある方は下記（ＪＡニュース）
もご覧下さい。

Ｑ　若い農業者や農業後継者に期待する事を教えてください？
Ａ	 是非とも農協青年部に入部していただき、積極的に各事業活動に参加してもらいたいと思います。

Ｑ　あなたのプライベートで、今一番楽しみにしている事を一つ教えて下さい。
Ａ　犬と散歩。家の中でもボール遊びが大好きなので相手をしてあげています。そのおかげで家中

毛だらけです。

　「○○の挑戦〜」として農業者・役職員などを紹介、次回は、昔農理事を予定しています。

( 主な経営内容）
水稲作付面積　２２．８ha　　　
ミニトマト（うぃずOne）　他
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特　集
～農協の挑戦～

理　事

伊　藤　章　一

S44	 愛別町で出生
H2	 酪農学園大学酪農学部
	 農業経営学科卒業
H2	 ㈱サングリン太陽園に勤務
	 （～H6）
H7	 個人事業水稲生産（～H16）
H17	 ㈲美土里　取締役（～H25）
H25	 ㈱伊藤農産　設立

趣味　映画鑑賞（アマゾンプライムで）

昭和 44年 3月2日（満 49歳）



平
成
30
年
11
月
19
日

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会 

　

会
　
長
　
飛
　
田
　
稔
　
章

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

　
　

組
合
員・役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

こ
の
た
び
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
な
ら
び
に
そ
の
ご
家
族

の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
へ
向
け
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
組
織
を
挙
げ

て
全
力
で
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業

協
同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ
れ
、

今
年
で
71
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農

業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農

業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経

済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、

国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、

農
協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の

た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原

則
に
掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主
的

運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助
の

精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況
を

乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と

生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
総
合
事
業
を
展

開
し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
安
全
・
安
心
な
食
品
の
生
産

と
、
豊
か
な
生
活
に
役
立
つ
購
買
品
の

供
給
、
地
域
の
豊
か
な
暮
ら
し
と
経
済

活
動
の
た
め
に
寄
与
す
る
金
融
事
業
、

総
合
的
な
暮
ら
し
の
保
障
の
た
め
の
共

済
事
業
、
健
康
な
日
常
生
活
を
営
む
た

め
の
医
療
・
福
祉
事
業
の
ほ
か
、
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
様
々
な
社
会

的
取
組
み
も
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
震
や
風
水
害
に
よ
る
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
に
は
、
各
協
同
組
合
が

物
資
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、

募
金
活
動
等
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
９
月
の
災
害
時
に
も
、
組
合
員
・

Ｊ
Ａ
・
連
合
会
等
の
間
に
お
け
る
農
業

機
械
・
発
電
機
等
の
融
通
や
、
被
災
地

へ
の
人
的
・
物
的
支
援
、
被
災
地
農
産

物
の
選
果
受
入
な
ど
、
組
織
内
・
外
を

問
わ
な
い
助
け
合
い
の
精
神
に
よ
る
支

援
活
動
・
行
動
に
対
し
、
敬
意
と
と
も
に
、

協
同
組
合
の
力
を
改
め
て
認
識
さ
せ
て

頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
は
社
会
と
地

域
の
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、
永
年

に
亘
っ
て
多
く
の
分
野
で
そ
の
役
割
を

発
揮
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
６
年
に
「
協

同
組
合
の
思
想
と
実
践
」
が
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
更
に
本

年
４
月
に
は
、
我
が
国
の
農
協
、
漁
協
、

生
協
、
労
働
金
庫
、
森
林
組
合
等
の
協

同
組
合
が
、
協
同
組
合
間
の
連
携
に
よ
っ

て
力
を
結
集
し
、
地
域
課
題
の
解
決
を

目
的
と
し
て
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）
が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で

は
、
前
回
大
会
で
設
定
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
「
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共

に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
』
の
実
現
」
を
継
承
し
、

「
農
業
所
得
の
増
大
と
、
多
様
な
担
い
手

の
確
保
・
育
成
」
と
「
次
代
に
つ
な
げ

る
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」
に
向
け

て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て

取
組
む
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

農
業
協
同
組
合
に
集
う
組
合
員
、
役

職
員
の
皆
様
は
、
こ
の
よ
う
に
世
界
的

に
評
価
さ
れ
、
社
会
的
意
義
の
あ
る
協

同
組
合
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と

し
な
が
ら
、
協
同
活
動
の
輪
（
食
と
農

で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人

づ
く
り
）
を
広
め
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
新
自
由
主
義
経
済
へ
の

対
立
軸
と
し
て
の
協
同
組
合
の
存
在
意

義
を
高
め
、
永
年
に
亘
り
先
人
が
築
き

上
げ
た
地
域
農
業
並
び
に
地
域
社
会
の

基
盤
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
持
続
可
能

な
農
業
へ
と
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精

神
を
事
業
の
拠
り
所
と
し
、
今
後
と
も

組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展

に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に

あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。
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上
川
町
主
催
の「
大
雪
山
と
石

狩
川
源
流
の
ま
ち
上
川
町
物
産
フ
ェ

ア
」が
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
１
階
に
設
け
ら
れ
た
屋
外

特
設
会
場
で
は
、上
川
町
の
大
雪
高

原
野
菜
の｢

か
ぼ
ち
ゃ｣

や｢

大
根｣

な

ど
を
産
地
直
送
な
ら
で
は
の
特
別

価
格
で
販
売
、さ
ら
に｢

大
雪
高
原

じ
ゃ
が｣

男
し
ゃ
く
を
詰
め
放
題
で

販
売
す
る
な
ど
、訪
れ
た
方
々
も
楽

し
く
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
ホ
テ

ル
１
階
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
上
川
町
の

｢

大
雪
高
原
じ
ゃ
が｣

を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
コ
ン
フ
ィ
が
ラ
ン
チ
ブ
ュ
ッ

フ
ェ
で
期
間
中
提
供
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
素
材
の
美
味
し
さ
も

堪
能
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

販
売
ス
ペ
ー
ス
横
に
設
置
さ
れ
た

観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、町
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
動
画
を
使
い
上
川
町
の

魅
力
も
紹
介
し
ま
し
た
。

春に田植えをした実りを収穫…

上川小学校5年生が農業体験!!
　

上
川
小
学
校
５
年
生
が
辰
巳
眞

（
菊
水
地
区
）
さ
ん
の
圃
場
で
春
に

田
植
え
を
し
た
稲
の
収
穫
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

秋
の
寒
さ
を
感
じ
る
中
で
の
体
験

と
な
り
ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
田

ん
ぼ
に
入
り
元
気
一
杯
に
収
穫
し
て

い
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
総
合
学
習
の
一
環
で
行

わ
れ
る
農
業
体
験
は
、
春
に
『
田
植

え
』
を
行
い
、
夏
に
は
圃
場
の
『
草

刈
り
』、
そ
し
て
秋
に
実
り
の
『
稲

刈
り
』
と
、
季
節
を
つ
な
ぐ
体
験
を

行
い
、
冬
に
は
最
後
の
『
餅
つ
き
』

体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
達
と
一
緒
に
餅
つ
き
す
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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食農教育

大雪山と石狩川源流のまち上川町物産フェア…

ポールスター札幌で特産品販売
9/18〜19
販売促進

　

家
畜
の
霊
を
慰
め
る
「
畜
魂
祭
」

が
菊
水
地
区
に
あ
る
畜
魂
碑
前
で
、

上
川
・
愛
別
両
地
域
で
酪
農
畜
産
に

従
事
す
る
方
々
を
始
め
Ｊ
Ａ
役
職
員

な
ど
多
数
参
列
の
も
と
斎
上
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
神
主
の
祝
詞
奏
上
の
あ

と
参
列
者
全
員
が
玉
串
を
捧
げ
、
命

の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、
家
畜
の
御

霊
を
供
養
し
ま
し
た
。

　

畜
魂
祭
は
、こ
の
１
年
間
に
飼
育・

出
荷
さ
れ
た
家
畜
に
感
謝
し
、そ
の
魂

を
鎮
め
、酪
農
畜
産
の
無
事
を
祈
願
し

て
毎
年
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

関係参列者、命の大切さを再確認…

家畜の御霊を慰める畜魂祭を開催
9/27

ＪＡ畜産振興会
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上川管内50万人の｢食｣と｢農｣への関心の高まりに…

かみかわ農業祭2018を開催!!
　

上
川
地
区
農
協
組
合
長
会

主
催
の「
か
み
か
わ
農
業
祭

２
０
１
８
」が
旭
川
地
場
産

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、上
川
管

内
50
万
人
の｢

食｣

と｢

農｣

へ

の
関
心
の
高
ま
り
と
、地
元

農
畜
産
物
の
美
味
し
さ
や
安

全
性
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
農
業

や
農
協
の
応
援
団
に
な
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
企
画
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、青
年
部
協
議
会・

女
性
協
議
会
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
乳
搾
り
体
験

な
ど
）や
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台

（
６
０
０
㎏
）
に
積
載
さ
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JAグループ

れ
た
南
瓜
や
大
根
な
ど
の

詰
め
放
題
の
ほ
か
、
限
定

２
０
０
食
の｢

か
み
か
わ
産

カ
レ
ー｣
や
上
川
地
区
13
Ｊ

Ａ
の
自
慢
の
農
畜
産
物
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
が
販
売
し
た
、｢
大

雪
高
原
牛｣

の
サ
イ
コ
ロ
ス

テ
ー
キ
18
㎏
や｢

愛
別
き
の

こ
汁｣

２
０
０
杯
、｢

大
雪
高

原
じ
ゃ
が｣

の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
30
㎏
は
盛
況
で
早
く
に

完
売
、又
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、当
Ｊ
Ａ
青
年
部
か

ら
部
員
３
名
が
参
加
し
た

農
家
バ
ン
ド
も
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

秋晴れの中で、好プレーや珍プレーが続出…

年金友の会パークゴルフ大会(層雲峡PG）
　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り

延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
35
名
（
愛
別
地
区
会

員
参
加
者
含
む
）
の
参
加
に

よ
り
層
雲
峡
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
上
川
地

区
（
会
長　

長
江　

洋
）
が

主
催
で
行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の

中｢

好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー

｣

の
続
出
で
、
参
加
者
も
楽

し
く
健
康
的
な
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
年
金
を
新
規
受

給
さ
れ
る
方
、
一
緒
に
年
金

友
の
会
の
行
事
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

尚
、
今
大
会
の
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。

9/27
両地区合同

男 性 の 部

優　勝 村上　高信

準優勝 西山　雅庸

３　位 鈴木　義一

４　位 奥山　　勲

５　位 篠田　泰樹

女 性 の 部

優　勝 若松アサ子

準優勝 結城千津子

３　位 木全美栄子

４　位 草野　咲子

５　位 佐橋　和子

2018.11 6



コープさっぽろ体験イベント、家族連れで楽しむ…

食べるたいせつフェスティバルin旭川に参加

　

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
主

催
の
「
食
べ
る
・
た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
８
ｉ
ｎ
旭
川
」
が
大
雪
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
上
川
管
内
な
ど
の
企
業
・

団
体
・
学
校
な
ど
76
の
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
コ
ー
プ
の
お
仕
事
体
験
や
食
品

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
・
こ
だ

わ
り
産
直
品
の
試
食
・
販
売
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
ブ
ー
ス
で
は
、
コ
ー
プ
産
直

｢

大
雪
高
原
牛｣

を
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ

に
し
て
試
食
18
㎏
を
準
備
、
又
４
０
０

杯
用
意
し
た｢

愛
別
き
の
こ
汁｣
は
特

別
価
格
１
杯
１
０
０
円
で
完
売
・
他
に

も
１
０
０
㎏
用
意
し
た｢

大
雪
高
原
じ
ゃ

が｣

の
詰
め
放
題
や
き
の
こ
・
加
工
品
・

愛
ふ
く
ふ
く
の
手
作
り
餅
な
ど
を
販
売

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
う
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

9/29
食農教育

自動車学校への入校はお早めに！

昨年の3月12日に免許制度が改正されました。
貨物自動車を運転の際は、自動車検査証を確認
のうえ、お持ちの免許で運転可能かどうかを確か
めましょう。

   6.5t以上　6.5t未満　　4.5t未満　　2t未満
   （11t以上）  　（11t未満）　  　 （7.5t未満)　     （3.5t未満）

最大積載量
(車両総重量)

http://h-kumiai.com/

18歳で取得可能

● 普　通　一種 ／ 二種
● 中　型　一種 ／ 二種
● 準中型 
● 大　型　一種 ／ 二種
● 大型特殊
● けん引
● 普通二輪
● 大型二輪

お申込は当ＪＡ窓口まで

● 普　通　一種 ／ 二種
● 中　型　一種 ／ 二種
● 準中型 
● 大　型　一種 ／ 二種
● 大型特殊
● けん引
● 普通二輪
● 大型二輪

お申込は当ＪＡ窓口まで http://h-kumiai.com/

お申込は当ＪＡ窓口まで

http://h-kumiai.com/

● 普　通　一種 ／ 二種
● 中　型　一種 ／ 二種
● 準中型 
● 大　型　一種 ／ 二種
● 大型特殊
● けん引
● 普通二輪
● 大型二輪

2018.117

今月のTopics



すろーライフ 2章

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→

　日本国中が温暖化に見舞われ、痛いような陽射しが照り付けた日々、今はも

うない。しかし、機嫌を損ねたかのように冷涼な風が続いた日も多かった北国

では「豊穣の秋」も何かしら口惜しさが残る。雪のない地方では１０月から

１１月初めあたりまで秋祭りで賑わう。

実りを与えてくれた大地を讃えて感謝し、人々が努力して来た成果として先祖

神である神様にも喜んでもらうと言う、天と地と人が和合する儀式とされる。

　そのような１０月初旬、隣の国韓国を訪ねた。時差もなく気候も秋日和の穏

やかな日々であった。今回の訪問地が北朝鮮との国境近くであることは、韓国入りして初めて理解した。

前日の遅いチェックインの為ゆったりとした行程でソウルを出発した。冬季オリンピック開催などで韓

国の道路網もすっかり整備され、快適に高速道路を北上した。漢江（ハンガン）に架かる橋は多い。左

手にその川の流れを眺め進んで行く。

　群立するビル街から抜けて、遠くに風に揺れる稲穂が飛込んで来る。それと同時に北朝鮮との非武装

地帯を示すコイル状鉄条網が国道脇に長く続く。監視棟が一定間隔で建ち、川面の変化を見つめる眼が

ある。案内者の話によれば、昔この川を泳ぎ越境して来た脱北者がいたと言う。更に進んで漢江と合流

する、イムジン川沿いの町に到着する。臨津閣（イムジンガク）と名付けられた国民観光地である。南

北の離散家族が１９８３年に再会を果たした記念の地である。望拝壇の塔は韓国の家族が年２回ほど北

の家族を偲ぶ象徴として整備されている。また休戦協定を結んだ直後に捕虜の帰還に利用された「自由

の橋」が、南北統一の願いを込めて遺されている。

　その「自由の橋」の彼方には１９５０年戦争当時爆破され、いまだ繋がることのない南北を結ぶ京義

線の鉄橋が望める。更に訪問地は烏頭山（オドウサン）統一展望台へ移る。

　少し小高い烏頭山を利用した現場体験型の教育の場である。イムジン川を挟んで北朝鮮を望める展望

台へと向かう。対岸の国と４６０メートルの距離しかない地点は直ぐそこである。無料の望遠鏡を覗く

と北朝鮮ケプン地域が見えた。のどかな平和な農村風景である。

　全くの快晴の日には農民の歩きまで望めると言う。休戦状態にある南北朝鮮の唯一の接点である「板

門店」までも僅かである。若い時に聴いた『イムジン川』のフォークソングには、鳥になってこの川を

渡って行きたいと言う歌詞があった事を思い浮べた。平和の尊さを痛感した。そして川の向こうの国に

は、未だ家族の下に戻らぬ同胞がいることの残酷さを改めて思い知らされた。国境近くの稲刈りが始ま

ろうとしていた。

「国境近くの稲刈り～鳥になってこの川を渡って行きたい…」

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
ク リ ヒ ロ イ

先月号の
答え
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来
場
者
に
全
道
各
地
の
Ｊ
Ａ
特
産
品
を
５
５
０

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
や
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

関
係
の
ブ
ー
ス
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
、

「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。
試
合
は
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
劇
的
な

勝
利
に
終
わ
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
よ
り
Ｍ
Ｖ

Ｐ
賞
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待

し
今
後
も
北
海
道

を
共
に
盛
り
上
げ

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
応
援
し
て
参

り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
、
会
場
で
「
口
座
開
設

を
予
約
し
て
頂
い
た
方
」
に
抽
選
で
コ
ン
サ
ド
ー
レ

観
戦
券
ま
た
は
コ
ン
サ
ド
ー
レ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
フ

ラ
ー
を
、
「
ち
ょ
リ
ス
と
一
緒
に
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
投
稿
し
て
頂
い
た
方
」
に
ち
ょ
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
ケ

ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
小
野
伸
二
選
手
も

応
援
に
駆
け
付
け
大
盛
況

と
な
り
、
多
く
の
コ
ン
サ

ド
ー
レ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方

に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン
は
来
場
者
先
着
２
０
０
０
人
に
顆
粒

片
栗
粉
「
と
ろ
り
ん
ぱ
っ
」
を
配
布
し
た
ほ
か
、「
ホ

ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」
の
告
知
及
び
全
国
発
送
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
来
場
者
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。
ブ
ー
ス
に
は
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
田

中
雄
大
選
手
、
藤
村
怜
選
手
、
ク
ラ
ブ
マ
ス
コ
ッ
ト

の
「
ド
ー
レ
く
ん
」

が
相
次
い
で
応
援
に

駆
け
付
け
、
配
布
を

手
伝
う
と
と
も
に
、

快
く
握
手
な
ど
に
応

じ
、
集
ま
っ
た
サ
ポ

ー
タ
ー
た
ち
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
食
や
農
業
の
大
切
さ
を

伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
9
月

29
日
に
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
（
ｖ
ｓ
サ
ガ
ン
鳥
栖
戦
）
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
と
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
に
よ
る
『
北

海
道
応
援
マ
ッ
チ
』
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北

海

道

中

央

会

Ｊ

Ａ

北

海

道

信

連

ホ

ク

レ

ン

2018.119

今月のTopics

ＪＡグループの連合会・中央会の活動内容を紹介、各団体の詳しい内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信



（取扱部署　：　購買部　資材課）

中　古　物　件　情　報

　【木造事務所】
　寸法外寸：幅 5.6 ｍ×奥行 3.2 ｍ×高さ 3 ｍ＋屋根部分
　販売価格　５万円（税別）

・受付期間　平成３０年１１月１５日（木）まで（期限厳守）

※但し、農業経営を行う正組合員で、自分で移動できる方に限る。
　購入を希望される方は、下記お問合せ先へ連絡願います。
　希望者が多数の場合は抽選により決定させていただきます。

お問合せ先：本所資材課 6-5314
　　　　　　支所資材課 2-1338

2018.11 10
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第
８
回
定
例
理
事
会

（平成30年9月21日現在）

総組合員数	 2,391名

　正組合員数	 540名

　　うち団体数	 34団体

　准組合員数	 1,851名

　　うち団体数	 64団体

６
日　

北
海
道
枝
肉
共
励
会
（
帯
広
）

８
日　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
み
か
わ
農
業
祭
（
旭
川
）

18
日　

愛
別
町
青
色
申
告
会
第
３
回
役
員
会

23
日　

原
木
し
い
た
け
販
売
会
議
（
新
千
歳
）

25
日　

第
９
回
定
例
理
事
会

　
　
　

第
10
回
上
川
町
商
工
会
麺
ま
つ
り

29
日　

内
部
審
査
協
議
会
審
査

　
　
　
（
金
融
部　

～
11
／
２
）

　
　
　

第
３
回
臨
時
理
事
会

　
　
　

第
４
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会

30
日　

Ｊ
Ａ
青
年
部・フ
レ
ミ
ズ
合
同
収
穫
感
謝
祭

10
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

平
成
30
年
９
月
21
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て　

　
　

２
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

燃
料
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

第
７
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
く
支

給
内
容
を
報
告
し
た
。

３　

平
成
30
年
度
内
部
監
査
中
間
報
告
に
つ
い
て

　
　

８
月
ま
で
の
実
施
内
容
を
報
告
し
た
。

４　

内
部
審
査
協
議
会
内
部
審
査
実
施
報
告
に
つ
い
て

　
　

営
農
部
上
川
営
農
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
審
査

内
容
を
報
告
し
た
。

５　

要
領
の
制
定
並
び
に一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

制
定
１
件
・
改
正
１
件
の
内
容
を
報
告
し
た
。

６　

全
国
監
査
機
構
監
査
事
務
整
備
を
要
す
る
事
項
及
び

改
善
方
針
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

６
月
に
実
施
さ
れ
た
監
査
内
容
に
基
づ
い
た
改
善

方
針
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

第
２
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
の
結
果
並
び
に
顛
末
に

つ
い
て

　
　

９
月
に
実
施
さ
れ
た
監
事
監
査
の
顛
末
を
報
告

し
、
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

全
国
監
査
機
構
監
査
改
善
を
要
す
る
事
項
及
び
改
善

方
針
に
つ
い
て

　
　

６
月
に
実
施
さ
れ
た
監
査
内
容
に
係
る
改
善
方
針

を
報
告
、
承
認
さ
れ
た
。

３　

長
期
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
融
資
案
件
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
承
認

さ
れ
た
。

組合員のうごき

2018.1111



11月29日（木）営業時間変更のお知らせ
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編　集　後　記

　役職員コンプライアンス研修会の開催にともない、下記のとおり営業時間を変更させて頂きます。
　ＪＡではコンプライアンス委員会を設置し、法令遵守する公正で誠実な経営を実践することを目的に
定期的な開催を事業計画しています。
　組合員の皆様には営業時間変更にともないご不便お掛けいたしますが、ご理解頂きますようお願い申
し上げます。

記
●月　日　１１月２９日（木）　１５：３０まで
●部　署　全業務（総務 ·金融 ·営農 ·資材 ·給油所 ·農機センター・精米所）

正
職
員
→
臨
時
職
員

　

山　

形　

悦　

啓

購
買
部
農
機
燃
料
課

農
機
セ
ン
タ
ー
係

（
９
月
１
日
付
）

※
８
月
31
日
定
年
退
職

　

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

と
の
業
務
協
力
の
た
め
、
当
組
合
か

ら
１
名
出
向
と
な
り
ま
し
た
。

出
向
者

　

古　

川　

浩　

次

（
金
融
部
上
川
支
所　

代
理
）

出
向
先

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

北
海
道
本
部

旭
川
自
動
車
損
害
調
査　
　
　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
10
月
１
日
付
）
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今月の
　　朝食に…

　秋になると美味しい味覚を一同に集めた
イベントが旭川でも多く開催されています。
　地場産センターで開催された収穫感謝祭
では青年部・女性部が大活躍していました。
自慢の味覚を笑顔で販売している姿・会場
スタッフとして汗を流している姿・イベントで
バンド演奏をして会場を盛り上げる姿など、
来て頂いたお客様をおもてなしする姿はと
ても素敵でした。　担当　ベイマックス・Ｈ


